
 

平成２１年７月２８日 

内閣府（防災担当） 

 

平成 21 年（２００９年）７月２４日からの大雨による災害 

に関する福岡県への政府調査団派遣報告 

 

 

１ 概 要 

  平成２１年（２００９年）７月２４日からの大雨による災害に伴い、政府は林 

幹雄・内閣府防災担当大臣を団長とする政府調査団を福岡県に派遣し、被害状況

及び現地の対応状況等を把握した。 

 

２ 調査日 

  平成２１年７月２７日（月） 

 

３ 調査先 

  福岡県
ふくおかけん

（大野城市
おおのじょうし

、那珂川町
な か が わ ま ち

） 

 

４ 編 成 

  内閣府防災担当大臣以下２２名 

※ 別紙１ 調査団名簿 

 

５ 調査の概要 

 林防災担当大臣は、福岡空港から空自ヘリにより、福岡県大野城市等の被 

災地の状況を上空より視察した後、福岡空港において福岡県知事より被害概況

の説明を受けた。 

さらにその後、大野城市乙金の九州自動車道の土砂崩れ箇所、那珂川町の浸

水被災箇所等の被災状況を調査した。 

 ※ 別紙２ 現地調査行程表 



別紙１ 

政府調査団名簿（平成 21 年 7 月 27 日（月）） 

（順不同：敬称略） 

 

 

  

 

  省庁名 官               職 氏 名 

1   内閣府特命担当大臣（防災） 林 幹雄 

2   防衛大臣政務官 武田 良太 

3   大臣秘書官 中川 雅章 

4   大臣秘書官 國枝 治男 

5   防衛大臣政務官秘書官 安居院 公仁

6   大臣警護官 加藤 明人 

7 内閣府 大臣官房審議官（防災担当） 長谷川 彰一

8 内閣府 政策統括官（防災担当）付企画官 森 毅彦 

9 内閣府 政策統括官（防災担当）付参事官（応急対策担当）付参事官補佐 原口 義寛 

10 内閣府 政策統括官（防災担当）付参事官（応急対策担当）付主査 河間 善之 

11 内閣官房 内閣官房副長官補（安全保障・危機管理担当）付参事官補佐 名越 一郎 

12 警察庁 警備局警備課災害対策室長 三木 邦彦 

13 消防庁 総務課長 市橋 保彦 

14 文部科学省 大臣官房文教施設企画部施設企画課防災推進室室長補佐 田島 修 

15 厚生労働省 社会・援護局総務課災害救助・救援対策室室長補佐 橋本 武夫 

16 農林水産省 経営局経営政策課災害総合対策室長 松井 孝之 

17 国土交通省 河川局砂防部保全課長 森山 裕二 

18 国土交通省 道路局国道・防災課道路防災対策室長 渡邊 和重 

19 国土交通省 九州地方整備局企画部長 清水 亨 

20 国土地理院 九州地方測量部長 佐々木 久和

21 防衛省 運用企画局事態対処課国民保護・災害対策室長 菅原 隆拓 

22 防衛省 統合幕僚監部運用２課災害派遣班２等陸佐 高山 将一 



別紙２ 

政府調査団派遣日程について 

 

平成 21 年 7 月 27 日（月） 

日  時 経   路 調 査 概 要 等 備  考 

27 日(月) 

１１：３２ 

１３：２２ 

 

１４：０５ 

 

１５：２８ 

 

１５：３０ 

１６：０９ 

 

 

１７：００ 

 

 

１７：１５ 

 

１８：００ 

 

 

１８：３５

１９：１０

２０：５０ 

 

28 日(火) 

９：２０ 

 

 

羽田空港発  

福岡空港着 

 

福岡空港発 

 

福岡空港着 

 

福岡空港発 

大野城市 

 

 

那珂川町役場着 

 

 

那珂川町役場発 

 

那珂川町 

 

 

福岡空港着 

福岡空港発 

羽田空港着 

 

 

総理大臣官邸 

 

 

 

福岡県災害対策本部員が概要説明 

 

被害状況調査（上空から） 

 

福岡県知事より被害概要説明 

 

現地調査 

高速道路崩落現場調査 

 

 

那珂川周辺の被災現場を調査 

 

 

 

 

那珂川周辺の被災現場を調査 

 

 

 

 

 

 

防災担当大臣から総理大臣へ報告 

 

航空機にて移動

 

 

ヘリにて移動 

 

 

 

バスにて移動 

 

 

 

 

 

 

バスにて移動 

 

 

 

 

 

航空機にて移動

 

 

 

 

 

 



被害・対応の状況（7月 24 日からの大雨による災害） 

 

１ 人的被害等の状況 

 

 死者 行方不明 負傷者

広 島 １ ４

福 岡 ８ ２ ７

佐 賀 １ 

長 崎 １ 

合 計 １１ ２ １１

 

主な人的被害 【死者 １１名 行方不明 ２名】 

被災場所 人数 被 害 状 況 

広島 東広島市 １ 土砂崩れに住宅が巻き込まれたもの

北九州市 １ 
裏山の様子を見に行き川に流された

もの 

筑紫野市 １ 
土砂撤去作業中に再度土砂崩落が発

生し巻き込まれたもの 

前原市 １ 
軽自動車が道路を横切る濁流に流さ

れ用水路に転落したもの 

飯塚市 １ 
冠水で車が動かなくなり車外に出た

ところ増水した水路に流されたもの

福智町 １ 土砂崩れに住宅が巻き込まれたもの

大野城市 ２ 
高速道路を走行中、土砂崩れに車両

が巻き込まれたもの 

筑後市 １ 川で遊んでいて流されたもの 

福岡 

篠栗町 (２) 
土砂崩れに住宅が巻き込まれたもの

（行方不明 ２名） 

佐賀 嬉野市 １ 川に転落したもの 

長崎 壱岐市 １ 
倒壊したブロック塀の下敷きになっ

たもの 



２ 住家被害の状況 

 

浸  水  
全壊 半壊 

一部 

損壊 床 上 床 下 

岩 手  ４

宮 城  ４

山 形  ７

福 島  １ ３

群 馬  １ １

岐 阜  ２１

愛 知  ２ ５

兵 庫 １ 

岡 山  １

広 島 １ ９ ２４ １８２

愛 媛  １８

福 岡 ４ ３ ４３ １，０１４ ２，７７２

佐 賀  ４ ４３ ３３８

長 崎  ８ １ ４９

熊 本  １ １８

計 ６ ３ ６４ １，０８７ ３，４２３

 

 

３ 避難所及び避難者の数（７月 27 日 19:30 現在） 

 

 避難者数 備考 

福 岡 調査中 

避難所数：調査中 

（福岡市、久留米市、筑紫野市、 

春日市、大野城市、太宰府市 

那珂川町、香春町、福智町、 

築上町） 

合 計 調査中  

 



４ 土砂災害（２４市町・４１件） 

 

 災害種類 件数 自治体名 

神奈川 がけ崩れ １件 真鶴町 

静 岡 がけ崩れ ４件 静岡市 

土石流 ２件 関市 
岐 阜 

がけ崩れ ３件 岐阜市、多治見市、七宗町

広 島 がけ崩れ ３件 東広島市、呉市 

地すべり １件 山陽小野田市 
山 口 

がけ崩れ ４件 岩国市、柳井市、宇部市 

愛 媛 がけ崩れ ２件 今治市、大洲市 

土石流 ２件 福智町、篠栗町 

福 岡 
がけ崩れ ６件 

福岡市、筑紫野市、大野城

市、篠栗町 

佐 賀 がけ崩れ ３件 武雄市、伊万里市、小城市

長 崎 がけ崩れ 10 件 佐世保市、西海市、壱岐市

 

５ ライフラインの状況 

（１） 停電戸数（７月 27 日 17:00 現在） 

   ○ 福岡県：７７戸が停電中（九州電力） 

   ○ 佐賀県：３戸が停電中（九州電力） 

※ 上記８０戸は土砂崩れのため復旧の目処が立っ

ていない。 

（２） 都市ガスの供給停止戸数（７月 27 日 13:00 現在） 

    被害情報なし。 

（３） 断水戸数（７月 27 日 13:00 現在） 

   ○ 福岡県：５，９５２戸が断水中(筑紫野市) 

     ※ 早ければ 27 日中に復旧見込み 

   ○ 長崎県：約１７，８００戸が断水中（佐世保市） 

     ※ 復旧には４日間程度要する見込み。自衛隊、

県内事業団体、佐賀県２市に応援給水を依頼。 



×
死者１名

土砂崩れによる
死者１名

（福智町弁城（べんじょう））

死者１名

死者１名

土石流による
行方不明２名

（篠栗町篠栗（ささぐり））

①九州自動車道

死者２名
大野城市乙金（おとが

な）

川に流された等
による

土砂崩れ等
による

×

土砂崩れによる
死者１名

（筑紫野市山家（やまえ））

死者１名
（筑後市前津）

平成21年（2009年）7月24日からの大雨による災害に関する福岡県への政府調査団派遣報告

防災大臣現地調査行程・写真資料

×

×

×

平成21年7月27日

内閣府（防災担当）

②那珂川町

（那珂川（なかがわ）町）



① 九州自動車道 大野城市乙金（おとがな）

ヘリコプターから撮影

土砂崩れ現場



② 那珂川町（なかがわまち）

那珂川町役場

那珂川護岸崩れ


